
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                災害時の情報モラル！！ 

         

★ 電話がつながれば呉市消防テレフォンサービス 「２１－０１１９」が利用できます。 

★ 災害時には各社の設定している全国 40 万箇所の『Ｗｉ−Ｆｉ』スポットが無料で開放されます。  

スマホなどの情報端末の『設定』から『Ｗｉ−Ｆｉ』を開いて、表示される一覧の一番上に出る      

『０００００ＪＡＰＡＮ』をタッチするとインターネットが利用できます。 

○ 真偽のわからない情報を転送したり， 

リツイートしたりして拡散してはいけません！ 

○ 情報を伝えるときは，真偽を確かめてか

ら，責任を持って発信しましょう。 

災害時におけるデマ情報に注意し

ましょう。 

H３０の豪雨災害でもデマ情報が

流れ，混乱が起きました。 

令和２年３月，当時の９年生によって防災モニュメント「誓いの碑」が建てられました。この碑には，決して

忘れてはいけない広南の災害の歴史と防災への誓いが刻まれています。 

この碑の前で，毎年「７・９広南防災の日」の祈念式を広南学園の 

児童生徒と地域の方で行い，防災への誓いを新たにしています。 

広南学園本部【情報拠点】 

地域外との連絡 

  「ｱﾏﾁｭｱ無線局」 （令和２年 JH4ZKA開局） 

  電気自動車の電源を緊急利用…呉市役所と直接連絡がとれる 

地域内での連絡 

   「特小トランシーバー（５台）」…地域内の状況・救助要請など 

情報はすべて 

広南小（３階）・中（３階）

本部に集めます！ 

-５- 

誓いの池 

誓いの碑 

７･９広南防災の日 祈念式 
～誓いの碑の前で～ 

学園の児童生徒，地域の方とともに 

7・9広南防災の日祈念式 

「誓いの池」 （誓いの碑に記す誓いのことば） 
（前半 略） 

地域におけるこれまでの災害とそれに対する取組の歴史を継承していく

ことは，災害に強いまちづくりには欠かせないと思います。また，このま

ちで二度と災害による犠牲を出さないために，防災・減災への取組を地域

の方と一緒に取り組んでいきたいと強く思います。そして，私たちは「広

南避難プログラム」を創りました。これから先，中学生となる後輩たちに

も「命のバトン」をずっと受け継いでいってもらうことも大切だと考えて

います。 

そこで，これまでの災害により犠牲となられた方々のご冥福をお祈りし

て，「ひょうたん池」のあるこの地において，「過去から学び，犠牲者０

の未来を目指す」ことを誓います。そして，この誓いを決して忘れないよ

う，この池の名前を「誓いの池」と命名します。 

令和２年３月７日  呉市立広南中学校生徒一同 


